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デジタルアーカイブとオープンサイエン
ス

1. デジタルアーカイブ（DA）情報や知識の共有は目的
2. オープンサイエンス（OS）情報や知識の共有は手段
3. 手段と目的のギャップが、両者の距離を感じる原因？
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デジタルアーカイブとオープンサイエンスに関しては、
情報や知識の共有という点において一見親和性が高いも
のの、具体的な議論や接点の模索は行われてこなかった



デジタルアーカイブ
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デジタルアーカイブの目的
1. 伝統的なアーカイブは保存が主目的であり、共有や利
用はそれに付随する目的だった

2. デジタル化の大きなメリットとして、共有や利用の促
進に注目が集まった（逆に保存のメリットは微妙）

3. ボーンデジタル資料のデジタルアーカイブも最近は増
えており、デジタル化は必須ではない

4. アナログ→デジタルの転換よりも、保存→利用（＝
オープン化）への転換が大きい
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オープンサイエンス
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オープンサイエンスの目的
1. 伝統的な研究はクローズドなプロセスが多く、様々な
場所で不要な摩擦が生じていた

2. よりよい研究を実現する（better science）ために、
「摩擦」を低減するオープン化が必要

3. 現在の研究をデジタル基盤に移行することで、アーキ
テクチャ的にオープン化の問題を解決する

4. OSにおける「透明性」の観点から、保存などの問題に
も注目が高まる
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デジタルとオープン
1. DAもOSも、共通するキーワードは「デジタル」と
「オープン」

2. DAではまず「デジタル」があり、その副産物として
「オープン」にも価値が生まれた

3. OSではまず「オープン」があり、その概念の前提とし
て「デジタル」がある

4. DAはデータが中心、OSはプロセスが中心
5. OSは研究が中心、DAでは研究は周縁？
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データのライフサイクル
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研究の入力データの
一つとしてDA由来の
データは重要
研究の出力を他の研
究の入力に接続する
のはOS領域の役割

研究の中間データをどう
保存するかはOS領域の重
要な課題
DAの相互運用性が高まれ
ば、処理ワークフローと
の接続が滑らかになる

研究の出力データをどう
選択し保存するかはOS領
域の課題
データを抽象化した知識
（論文）の方が、長期保
存に適する場合もある
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DA的データとOS的データ
1. データに研究が紐づくデジタルアーカイブでは、メタ
データはデータの記述を中心とする

2. 研究にデータが紐づくオープンサイエンスでは、メタ
データはデータが生まれた文脈を中心とする

3. 研究の入力となるデータはDA的、研究の出力となる
データはOS的と言える

4. 両者の区別は、データの分野で決まるわけではなく、
データの「一回性」にも依存する
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メタデータ再考
1. 基本メタデータ：タイトル、作成者や連絡先など。識別子化するこ

とで、相互運用性を拡大
2. 内容メタデータ：データの内容の要約。人間が書くだけでなく、AIに

よる自動付与や、大規模言語モデルによる検索の高度化などが射程
3. 来歴メタデータ：データセットの品質や信頼性など。オープンサイ

エンス分野で知見がたまっている
4. 管理メタデータ：データを管理するための情報。主に組織内に蓄積

されるため、組織外と共有する部分は少ない
5. 利用メタデータ：データの利用に関する情報。主に組織外に蓄積さ

れるため、一望することが難しい
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ROIS-DS人文学オープンデータ共同利用セ
ンター（CODH）

1. 情報学・統計学の最新技術を用い
て人文学資料（史料）を分析する
「データ駆動型人文学」

2. 人文学研究の成果に基づき構築し
たデータセットを超学際的に活用
する「人文学ビッグデータ」

3. オープンサイエンス時代の新しい
人文学研究を展開します
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顔貌コレクション（顔コレ）
http://codh.rois.ac.jp/face/
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日本美術の絵本・絵巻物など
から集めた9,683件の顔貌を、
機械学習などに活用しやすい
形式でオープンデータ化

http://codh.rois.ac.jp/face/


IIIF Curation Viewerでのメタデータ付与
http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-viewer/

2023/10/17 DAOS
デジタルアーカイブとオープンサイエンス研究会

（ ） 13

http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-viewer/


メタデータを用いたファセット検索
http://codh.rois.ac.jp/face/iiif-curation-finder/
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個々の画像にメタデータを付
与すると、メタデータの値ご
とに画像を検索できる

http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-finder/


華北交通アーカイブ
http://codh.rois.ac.jp/north-china-railway/
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• 原資料の翻刻
• 地理・時間情報
• 研究用データ
• AIによる自動付与タグ

http://codh.rois.ac.jp/north-china-railway/


そあん（soan）
http://codh.rois.ac.jp/soan/

1. 現代日本語テキストをくずし字画像
に変換し共有できるサービス

2. 現実には存在しない古活字資料の画
像を生成

3. コンピュータ生成を明記するメタ
データを、生成画像に埋め込み

4. 画像の来歴に関する透明性を担保し、
AI学習データの「汚染」を防止
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データ統合・解析システム（DIAS）
https://www.diasjp.net/

1. 地球規模の観測で得られたデータ
を収集、蓄積、統合、解析

2. 大規模シミュレーションから得ら
れた気候変動予測データ等も蓄積

3. 社会課題解決に有益な情報へ変換
し、アプリ・データを提供

4. 分野データリポジトリとして、大
規模データを受入、公開
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データセット
ドキュメントメタデータ
超大規模ストレージ
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データ登録審査・メタデータ入
力・DOI粒度相談

DIAS
受け入れ
データ

ランディングページ

DIASメタデータ
→JaLCメタデータに
変換

API経由で
DOI登録
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DIASにおけるメタデータの状況
https://diasjp.net/apps_search/metadata-in-dias/

1. 地理的なメタデータの国際標準規格（ISO19115）を
ベースに、メタデータを作成する

2. ランディングページにメタデータを表示し、俯瞰検索
システムで検索可能にする

3. メタデータをDataCiteに提供して、DOIを取得する
4. メタデータをGEOSSに提供して、検索可能にする
5. DIAS外部（JAMSTEC等）のメタデータをハーベストし
て、統合検索を実現する
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https://search.diasjp.net/ja/dataset/GSWP3_EXP1_Forcing


2023/10/17 DAOS
デジタルアーカイブとオープンサイエンス研究会

（ ） 21

1. 恩返し：データ利用者から
データ作成者に向けて、ボタ
ンを押して書くことで、研究
成果と共に感謝を伝える

2. 恩送り：ボタンに集まった研
究成果を読むことで、潜在的
利用者は新たな着想を得て
データの利用を進める

恩送り
Pay-forward

恩返し
Pay-back

https://mahalo.ex.nii.ac.jp/

データ公開者に対す
る自発的な利用報告
＝感謝（Mahalo）を
集める仕組み

https://mahalo.ex.nii.ac.jp/
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Mahalo Button
https://mahalo.ex.nii.ac.jp/

1. データの引用論文の情報を収
集（これまで）

2. 論文中でデータがどのように
活用されたかを収集

3. データセットを活用したコー
ドを収集

4. 各種資料の収集を支援
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DIASの外側に増えるメタデータ
を、DIASデータセットと紐づけ
るハブとしての役割

https://mahalo.ex.nii.ac.jp/


メタデータへの意識
デジタルアーカイブ

•メタデータをできるだけ
詳しく記述したい

•データ単体で価値があり、
研究はそこに紐づく

•文化などへの依存性もあ
り共通化に限界もある

•流通への意識は低い

オープンサイエンス
•メタデータをできるだけ
広く流通させたい

•本体は研究（論文）、
データはそこに紐づく

•科学は概念が主であり、
言語はその翻訳

•記述への意識は低い
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時間軸の違い
デジタルアーカイブ

• 保存されてきたアナログデータ
をデジタル化

• 将来に残すべきボーンデジタル
データを保存

• 利用者としても現在だけでなく
将来を意識

• 時間軸は現在だけでなく、過去
から未来にも拡大する

オープンサイエンス
• 現在の研究を支援するために
データを保存

• 現在の研究の信頼性を高めるた
めにデータを保存

• 利用者も現在の研究者中心
（データがやや短命）

• 時間軸は現在が主であり、過去
や未来は優先度が低い
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共通する方向性
1. メタデータは、データを発見し、処理し、成果を得る
プロセスを支援する

2. メタデータは他者のための情報であり、他者が活用し
やすい形式で提供する必要がある

3. 最近は、他者に「機械」が入ったため、機械可読形式
で提供することの重要性が高まる

4. 今後は、デジタル基盤上で自動付与されるメタデータ
や、AIによる自動解析メタデータも増える
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オープンサイエンスとデジタルアーカイ
ブの二刀流
1. OSとDAでは手段と目的が異なるため、メタデータの方向
性も異なる

2. DA分野では、メタデータの流通性を高めることで、OSの
デジタル基盤への接続が太くなる

3. DAを用いた研究（OSやその一つとしてのデジタル・
ヒューマニティーズ）の成果をDAに還流させることで、
DAを豊かにしていくことが課題となる

4. OS分野は、時間軸を長く考えることで、DAの知見を取り
入れやすくなり、両者の親和性が高まるのではないか
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